
社会福祉法人 東京都社会福祉事業団 
令和３年度定時評議員会議事録  

 
１ 招集年月日 

 令和３年６月４日（金曜日） 

２ 開催日時 
 令和３年６月２９日（火曜日）午前１０時から午前１１時５４分まで 

３ 開催場所 
 社会福祉法人東京都社会福祉事業団事務局第一会議室 
 ※Ｗｅｂ会議システムによる出席者は、自宅・職場等の各会場から出席 

４ 出席者（※Ｗｅｂ会議システムによる外部会場からの出席者） 

(1) 評議員総数 ９名 
 出席評議員 ８名 
 評議員  矢 野   聡 評議員  平 井   寛 

 評議員  山 下   望※ 評議員  中 島   隆 

 評議員  岡 橋 生 幸 評議員  福 島 民 雄 

 評議員  奈良部 瑞 枝※    評議員  中 川 一 典※ 

 

(2) 出席理事及び監事 

 理事長  池 田 俊 明 業務執行理事 岩 井 志 奈 

 監 事  久 保 豊 子     監 事  齊 藤 一 紀 

５ 議長 
 評議員 中 島   隆 

６ 議事録作成者 
 評議員 中 島   隆 

７ 議 題 

(1) 決議事項 

 第１号議案 理事及び監事の選任について 

(2) 報告事項 

ア 令和２年度事業報告について 

イ 令和２年度決算について 

ウ 日野療護園移転改築に係る進捗状況ついて 

エ 東京都政策連携団体経営改革プラン（2021～2023 年度）について 

 

※ 以下の「８ 議事の経過の要領及びその結果」における発言者は「出席者」と表記し

ている。（理事長、業務執行理事及び監事の職責としての発言をした場合の監事を除く。） 



８ 議事の経過の要領及びその結果 

 

(1) 決議事項 

第１号議案 理事及び監事の選任について 

  議長の求めに応じ、岩井業務執行理事から、議案書に従い説明があった。 

 その後、各評議員に対し、議長が質問・意見を募ったところ、特になかった。 

  そこで、第１号議案について議長が諮ったところ、各候補者の選任について

以下のとおり出席評議員全員一致で決議された。 

 

 理事  池 田 俊 明    理事  藤 岡 孝 志 

 理事  和 氣 康 太    理事  廣 川 理惠子 

理事  西 田 伸 一    理事  佐々木 晶 堂 

理事  田 中 公 彦    理事  岩 井 志 奈 

  理事  林   直 樹 

 

  監事  久 保 豊 子    監事  齊 藤 一 紀 

 

(2) 報告事項 

 報告事項について、池田理事長、岩井業務執行理事及び事務局から、「令和

３年度定時評議員会報告事項」、「令和２年度事業報告書」、「令和２年度決算

報告書」、「令和２年度決算説明用参考資料」、「社会福祉充実残額の算定」、「日

野療護園移転改築に係る進捗状況」及び「東京都政策連携団体経営改革プラ

ン（2021～2023 年度）」により、説明があった。  

  

その後、議長が質問・意見を募ったところ、次の質問・意見があった。 

○ 出席者から、事業報告書の施設利用実績について質問があり、事務局か

ら、入所率がほぼ１００％の施設もあるが、人員体制や修繕等により施設の

一部を休止している関係で入所率が低くなっている施設があると説明があ

った。 

  また、施設を活用してどう運営していくのかが見えると良いとの意見が

あり、岩井業務執行理事から、人材確保に努力していること、今後の施設の

在り方については東京都とも協議し検討を進めているとの説明があった。 

○ 出席者から、障害児施設の過齢児の移行先に関して、重度・重複障害者を

受け入れてきた事業団の果たす役割が大きいこと、また、人材確保に関し

て、職員や利用者をリスペクトすることが、職員のやる気や利用者の幸せに

なり、採用にもつながっていくとの意見があった。 

○ 出席者から、事業報告書の職員の状況に関して、データの時点や非常勤職

員の扱い及び平均勤続年数の考え方について質問があり、事務局から、それ

ぞれ回答があった。 



また、利用者満足度調査の見方と記載内容について質問があり、事務局か

ら、記載内容は施設により異なるので今後の検討課題としたいとの説明があ

った。 

○ 出席者から、自身の施設における利用者のハッピー度チェックを行う取

組について説明があった。 

○ 池田理事長から、人材確保に関しては、昨年度から学校推薦制度等を開始

したほか、今年度から年間３回から５回に採用回数を増やして積極的に進

めていること、職員へのリスペクトに関しては、昨年の重大事故ゼロ運動で

取組が優秀と評価された施設には自ら訪問して表彰している旨の説明があ

った。 

また、平均勤続年数や離職率が改善しており、事業団が東京の福祉のセー

フティーネットの役割をしっかり果たすため、人材確保に真剣に取り組んで

いきたいとの説明があった。 

  ○ 出席者から、東京都の児童養護施設の平均勤続年数は７年位、低い所で

３年位、自身の施設を含め１４年位のところもあるとの説明があった。 

  ○ 出席者から、経営改革プランの戦略３の地域との関係について、社会福

祉法人として地域貢献活動をリードし、職員が多様な視点や感覚を持って

本来事業にも取り組めると、事業団の存在価値が高まるとの意見があり、

池田理事長から、事業団として地域貢献活動にしっかり取り組んでいきた

いとの説明があった。 

 

 以上、議長は議事がすべて終了した旨を告げ、午前１１時５４分に閉会した。 

 


